
2017年2月4日 
タイ国日本語教育研究会 

第29回年次セミナー開催のお知らせ 
 

   主催：タイ国日本語教育研究会 

後援：国際交流基金バンコク日本文化センター 
 

タイ国日本語教育研究会は下記のとおり第29回年次セミナーを開催いたします。当セミナーは、

現在日本語を教えている人、日本語教育に関心のある人が集まり、知識・経験・情報の交換の機

会を持つことを第一の目的としています。今年度は午前にパネルディスカッション、午後に分科

会を行います。ふるってご参加ください。なお、事前申し込みをされた方で、希望者には参加証

明も発行できます。 

 

日時   2017年3月18日（土） 

        9:00～16:50 

 

場所   国際交流基金バンコク日本文化センター 
 

参加資格 現在日本語を教えている方、及び日本語教育に関心のある方ならどなたでも 

 

内 容 
 
     当日のスケジュール 

 9：00－ 9：30 受付 

 9：30－ 9：45 開会式 

 9：45－12：30 パネルディスカッション（途中休憩あり） 

12：30－14：00 昼食 

14：00－16：30 分科会 

16：40－16：50 閉会式 

 
 
午前 パネルディスカッション 【使用言語：日本語】 

 

教室の「学び」を考えよう 

学習者の学びの場は教室以外にも様々な場があります。しかし、私たち教師が学習者と接する場

は主に教室です。その教室で私たちができること、するべきことは何なのか、今回のセミナーで

は、教室ならではの「学び」について考えていきます。 

パネリストとしてタイで日本語を教えている4人の先生と、コメンテーターとして学習環境デザイ

ンを研究されている舘岡洋子先生にお越し頂き、参加者の皆さんと一緒に考えていきたいと思い

ます。 
 

松井育美氏（チュラーロンコーン大学） 

山口ひとみ氏（サイアム大学） 

ナナコーン由喜恵氏（タマサート大学） 

木村圭佑氏（ピヤマハーラーシャーライ高校） 
 

コメンテーター：舘岡洋子氏（早稲田大学） 

モデレーター：當山純氏（タイ国日本語教育研究会、マヒドン大学インターナショナルカレッジ）  



 午後 分科会  

 

 

※発表時間や内容は発表者と運営側の都合で変更になる場合がございます。予めご了承ください。 

※詳細は研究会 H.P（http://thainihongo.wixsite.com/ajlet）をご覧下さい。 

 
 

参加費 会員150B、非会員180B （事前申し込みがない場合は会員、非会員とも200B） 

◇ 申し込みなく参加された場合は、資料がお渡しできないこともありますので、ご了承ください。 

◇ 参加費は、セミナー当日に会場の受付でお支払いください。 

◇ 参加費に昼食代は含まれません。 

◇ 車でお越しの場合、サーミット・タワーは１時間につき100 バーツかかりますのでご留意くだ

さい。 

◇ 当日、2017年度会費も払うことができます。 

 

申込方法 Google formで受け付けます。（日本語か英語のみ）  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfLFY0tHJunIL0aHTOZLmyBRWy8PcxXhvAI3tN03nPVnb2

Qyg/viewform?c=0&w=1 にアクセスし、必要事項をご記入の上、送信ボタンを押してください。 

※ 郵送、及び、Ｅメールでの受付はありませんので、ご了承ください。 

 

申込締切 2017年3月11日 （土） 必着 

（こちらから受領確認の返事はお送りしません。） 

 

問合せ先 タイ国日本語教育研究会 thainichi.kyoushi@gmail.com 

 A B C E 

1 

 

14:00 

-14:30 

 1-A  初級学習者の日本

語アクセントの傾向 

水野吉徳 

 1-B  タイの高校における教

師間協働 ―タイ人日本語非

母語話者教師と日本語母語話

者教師の語りより― 

門脇薫、中山英治、髙橋雅子 

 1-C  日本語の人称詞 ―

タイ語との相違点と学習上

の難点― 

松井夏津紀 

 1-E  タイ人日本語学習者に特

化した OPIレベル情報付き話し

言葉コーパス公開に向けて 

稲積宏誠、萩原孝惠、池谷清美 

2 

 

14:40 

-15:10 

 2-A  イサーン語による

ひらがなカードの開発・

活用とその効果 

佐藤賢一 

 2-B  日本にルーツを持つ学

生がなぜ日本語を学ぶのか 

―学齢期に日本からタイへ移

動した学生を事例に― 

松岡里奈 

 2-C  短期日本留学プログ

ラムにおける送り出し機関

と受け入れ機関の連携の在

り方 ―学生の意欲的・主

体的参加を目指して― 

田中真寿美、佐藤香織 

 2-E  “漢字 can-do”作成に

おけるトピック・場面の傾向 

―日本語教師対象のワークショ

ップ活動の結果から― 

濱川祐紀代 

3 

 

15:20 

-15:50 

 3-A  『日本事情』eラ

ーニングコースの開発 

―タイ国内 4地域へのニ

ーズ調査をもとに― 

吉嶺加奈子 

 

 3-C  タイ人中上級学習者

の読解における外来語処理

の観察 ―語の認識ミスか

ら生じた混乱― 

近藤 めぐみ 

 3-E  非漢字系学習者を対象と

した漢字授業について 

福池秋水 

4 

 

16:00 

-16:30 

 4-A  たのしい『あいう

えお』、きれいな『カキ

クケコ』 

山口正喜 

 4-B  日本語教育は、移動に

よってつくられた壁を崩せる

か ―日本に結婚移住したタ

イ人女性の生き方を見つめて

― 

福村真紀子 

 4-C  学習者の「何？な

ぜ？」と「伝えたい」を引

き出す試み ―書くことで

人と出会う Eメール文通の

実践報告― 

江崎正 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfLFY0tHJunIL0aHTOZLmyBRWy8PcxXhvAI3tN03nPVnb2Qyg/viewform?c=0&w=1
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfLFY0tHJunIL0aHTOZLmyBRWy8PcxXhvAI3tN03nPVnb2Qyg/viewform?c=0&w=1
mailto:thainichi.kyoushi@gmail.com
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分科会内容紹介 
【 】内は発表時間、（ ）内は使用言語 

A教室 
 

1-A 初級学習者の日本語アクセントの傾向 

14：00-14：30 【30分】 (日本語) 

水野吉徳 (タマサート大学) 

 初級の学生に２拍語の「姉」を「ア⏋ネ」と「ア」を高く読むミスが多いが、「兄」を「ア⎾ニ」と「二」を高く読むミスがない。

実際、日本語の２拍語は頭高型が多く、初級教科書においても２拍目にアクセントがある語は少ない。未知語が名詞、動

詞、形容詞の場合、学習者のアクセントに傾向があるのか調べた。OPIで初中級と判断した学生５５名に２拍から４拍の

無意味語を読んでもらった。２拍名詞は頭高型、２拍動詞は頭高型、３拍動詞は中高型、３拍形容詞は平板型で読む傾

向があることがわかった。学習者は未知語を読むときに２拍語頭高ストラテジーを使用していると推測される。 

 

2-A イサーン語によるひらがなカードの開発・活用とその効果 

14：40-15：10 【30分】 （日本語） 

佐藤賢一 （サコンナコンラーチャパット大学） 

  今まで、ひらがなの導入の際、タイ語の単語と結びつけた絵カード（日本交流基金バンコク日本文化センター編、2009

年）を使用して教えてきた。しかし、日常使用言語がラオス語に近いイサーン語のサコンナコン県で、現地の使用言語を

使ってひらがなを導入できたらという想いから、自作のカードを作ろうと思い立った。学生たちと会議を重ねて作り上げ、

使ってきて今年で３年が経った。制作過程の紹介と実践内容を報告。また、アンケート結果（2013年度と今年度）からカー

ドに対する感想を紹介しながら、この実践の効果を分析したい。 

 

3-A 『日本事情』e ラーニングコースの開発 ―タイ国内 4地域へのニーズ調査をもとに― 

15：20-15：50 【30分】 (日本語) 

吉嶺加奈子 （九州大学 地球社会統合科学府博士後期課程） 

 タイ人日本語学習者が日本語人材として活躍するための文化知識を習得するのに最適であるICTの活用形態とは何

か。演者は非同期型eラーニングであると仮定し、タイ北部・東北部・南部・首都圏の4地域に属する複数の日本語教育機

関にて実施したニーズ調査をもとに、仮説を立証するためのLMS（学習管理システム）を開発している。本発表ではイン

ストラクショナルデザインを基盤に開発したLMSのプロトタイプを紹介する。 

 

4-A たのしい『あいうえお』、きれいな『カキクケコ』 

16：00-16：30 【30分】 （日本語） 

山口正喜 （サイアム大学ホテル観光学科） 

 楽しく、カナを学んで欲しい。きれいにカナを書いて欲しい。そのためのコツを紹介します。あわせて、ワークブック、絵カ

ード、ウェブ教材（すべて自作）の使い方を紹介します。 
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B教室 

 

1-B タイの高校における教師間協働 ―タイ人日本語非母語話者教師と日本語母語話者教師の語りより― 

14：00-14：30 【30分】 (日本語) 

門脇薫 (摂南大学)、中山英治 (大阪産業大学)、髙橋雅子 (早稲田大学) 

タイの日本語教育では、タイ人の日本語非母語話者教師と母語話者教師の協働に関する研究が他国より多く見られ

る。本研究では、特に学習者が急増し日本語母語話者教師のニーズが高まっている高校に焦点をあて、複数の高校を

訪問し、双方の教師を対象に教師間協働に関するインタビュー調査を実施した。調査データを質的な研究手法のＳＣＡＴ

を用いて分析した結果、よりよい教師間協働のためのポイント及び教師間協働の課題が明らかになった。 

 

2-B 日本にルーツを持つ学生がなぜ日本語を学ぶのか ―学齢期に日本からタイへ移動した学生を事例に― 

14：40-15：10 【30分】 （日本語） 

松岡里奈 （大阪大学大学院 言語文化研究科 日本語・日本文化専攻 博士前期課程） 

 現在、タイの日本語教育機関にいる多様な背景を持つ学習者の中に、両親のどちらかが日本人であるという学生が増

えている。本研究は、日本にルーツを持つ学生を対象に、彼らが日本語を何故学ぶのか、彼ら自身は日本語学習をどの

ように意味づけているのか、彼らのライフストーリーを通して考察を試みるものである。本発表では、一人の学生を事例

に、分析、考察を行った結果を発表する。 

 

4-B 日本語教育は、移動によってつくられた壁を崩せるか ―日本に結婚移住したタイ人女性の生き方を見つめて― 

16：00-16：30 【30分】 （日本語） 

福村真紀子 (早稲田大学大学院日本語教育研究科) 

 本発表は、日本に結婚移住したタイ人女性が文化間移動によって葛藤を抱える状況を描き、この問題に日本語教育が

貢献し得るのかを明らかにする。分析は、彼女の生活を記したフィールドノーツ、及び半構造化インタビューをデータとし

て行った。結果、日本語教育は、明示的な言語指導が移動によってつくられた壁を直接崩すとは言えず、既存の能力や

資質を活かし彼女に存在意義と有用感をもたらす実践が必要だという提言に至った。 
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C教室 

 

1-C 日本語の人称詞 ―タイ語との相違点と学習上の難点―  

14：00-14：30 【30分】 (日本語) 

松井夏津紀 (京都外国語大学) 

 日本語やタイ語の人称詞は英語などの西洋言語の人称代名詞とは異なる性質を持っている。例えば、日本語の「わた

し」やタイ語の“phŏm”は話し手が自身のことを指す自称詞と呼ばれるものであるが、英語での話し手が自身のことを指

す“I”やフランス語の“je”のような西洋言語の人称代名詞と完全に対応するものではない。一方、日本語とタイ語の人称

詞においても、共通点もあれば相違点も観察される。本発表では、日本語とタイ語の人称詞を比較し、タイ人日本語学習

者が人称詞を習得する際に困難であると思われる点を考察する。 

 

2-C 短期日本留学プログラムにおける送り出し機関と受け入れ機関の連携の在り方 ―学生の意欲的・主体的参加を

目指して― 
14：40-15：10 【30分】 (日本語) 

田中真寿美 (青森中央学院大学)、佐藤香織 (北海道教育大学)  

現在、日本理解・日本語使用の促進を目的とする多くの短期日本留学プログラムが実施されている。それらの目的達

成のためには学生の主体的な姿勢が不可欠であるが、必ずしも意欲的な参加者ばかりでないのが実情であろう。本発

表では、発表者らの所属大学とタイの大学との間で行われている短期日本留学プログラムを例に取り、学生の意欲的・

主体的な参加を目指した送り出し機関と受け入れ機関の連携の望ましいあり方を探る。 

 

3-C タイ人中上級学習者の読解における外来語処理の観察 ―語の認識ミスから生じた混乱― 
15：20-15：50 【30分】 （日本語） 

近藤めぐみ （チュラーロンコーン大学） 

 本発表では、N1-N2の日本語学習者12名を対象に行った計47時間の日本語文の読解における外来語処理の観察結

果を取り上げる。調査は協力者が選んだ文献の読解過程を、調査者とのタイ語でのやり取りの中で説明していくもので

ある。協力者は外来語の大半を難なく理解し読み進めていたが、初見のカタカナ文字列で語の区切りを誤り辞書の使用

により混乱を招いた例、一瞬のカタカナの読み取りミスが文章全体の理解に影響を及ぼした例などもみられた。 

 

4-C 学習者の「何? なぜ?」と「伝えたい」を引き出す試み ―書くことで人と出会うＥメール文通の実践報告― 

16：00-16：30 【30分】 （日本語） 

江崎正 (カセサート大学教養学部日本語科) 

 「主体的に学ぶ」とは何を意味するのか。それを念頭にエッセイクラスで行った、書くことで 人と出会うＥメール文通につ

いての実践報告をする。大きな目的としてタイの教育環境と学習者に揺さぶりをかけること、キーワードとして、学習者の

中の「何?なぜ?」と「伝えたい」という気持ちを引き出すことにした。発表では、その実践のねらい、方法、実践を通して出

てきたＥメール文通の長所と問題点について話す。 
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E教室 

 

1-E タイ人日本語学習者に特化した OPIレベル情報付き話し言葉コーパス公開に向けて 

14：00-14：30 【30分】 (日本語) 

稲積宏誠 (青山学院大学)、萩原孝惠 (山梨県立大学)、池谷清美 (チュラーロンコーン大学) 

 我々は、タイの大学日本語主専攻の1学年から4学年までの学生181名のOPI実施データに基づく話し言葉コーパス構

築に取り組んでいる。文字化作業2次チェックに際しては、タイ語ができ、タイ人学習者への教育経験を持つ日本人により

統一的に行うことができたため、揺れのない完成度の高いコーパスとなることが期待される。本発表では、その公開状況

を解説し、タイにおける日本語教育関係者にとって有効なものにしていくための方策について議論する。 

 

2-E “漢字 can-do”作成におけるトピック・場面の傾向 ―日本語教師対象のワークショップ活動の結果から― 

14：40-15：10 【30分】 (日本語) 

濱川祐紀代 （国際交流基金日本語国際センター） 

 発表者は“漢字can-do”を作成するワークショップを実施してきた。対象者は回ごとに異なり、日本語非母語話者教師、

JSL漢字学習研究会参加者、タイ国内日本語教育関係者などであった。ワークショップにおいては“漢字can-do”に加え

教室活動も作成している。タイ国内日本語教育関係者の場合、“漢字can-do”のトピックは旅行・交通が多く、活動にタイ

の地名や交通手段が用いられていた。発表ではその他のワークショップの結果も紹介し、相違点や特徴について述べた

い。 

 

3-E 非漢字系学習者を対象とした漢字授業について 

15：20-15：50 【30分】 (日本語) 

福池秋水 (関西外国語大学) 

 発表者は、2016年秋学期に、非漢字系学習者（英語圏出身）が大多数の交換留学生クラスで漢字中心の授業を担当し

た。本発表は、この授業内で行った指導に関する実践報告である。指導にあたっては、「漢字を嫌いにさせないこと」「予

習等の自律学習を習慣づけること」を心がけ、スライドを活用した導入活動を行った。発表では、この授業実践に関する

振り返りとともに、学期末に行ったアンケートの結果から学習者の受け止めについても報告する。 


